
KANSAI GAIDAI UNIVERSITY

ジョルジュ・サンドの『愛の妖精』における<妖精>
について

言語: jpn

出版者: 関西外国語大学・関西外国語大学短期大学部

公開日: 2016-09-05

キーワード (Ja): 妖精, 愛, 二月革命, 麻打ち夜話, 自然

キーワード (En): 

作成者: 平井, 知香子

メールアドレス: 

所属: 関西外国語大学

メタデータ

https://doi.org/10.18956/00006172URL



関西外国語大学 研究論集 第90号(2009年9月)

Journal of Inquiry and Research, No.90 (September 2009)

ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドの 『愛 の 妖 精 』 にお け る

〈妖 精 〉 につ いて

平　井　知香子

要 　 旨

　 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドの 「愛 の妖精』(1849)は 、 これ までわが国で最 も よく知 られ、 サン ドの

翻 訳 史の中で も格別 な地位 を占めて きた。なぜ この作品が、 この よ うな長寿 を保 って きたのか。

その秘密 は特 に タイ トル に 「愛」 をつけ たか らだ とも言われ てい る。 そのほか に タイ トル には

「妖精」 とい う意味が こめ られてお り、 これがサ ン ドの根 本思想 と深 くかかわ ってい る と考 え ら

れ る。1848年 の二月革命 の結果 に失 望 したサン ドは故郷ベ リーに帰 り、土着 の農民信仰 の ・つで

あ る 「妖精」伝説 を 『愛 の妖精 』の中に生 き生 き と蘇 らせ た。古代か ら民衆 の問で信仰 の対象 と

な って きた妖精 を、サ ン ドはいかに描 き、 どの よ うに読者 に伝 えよ うとしたのか、伝 承をいかに

創作 に生 か したのか、 またサ ン ド自身の 内面 とどの よ うな関わ りがあ るのか、r愛 の妖精』 にお

け る 「妖精」 とは一体 なにか を、その成立事情、登場人物の分析、 自伝、rフ ランス田園伝説 集』

な どを通 じて検証 した。

キ ー ワ ー ド:妖 精 、 愛 、 二 月 革 命 、 麻 打 ち 夜 話 、 自然

は じめ に

　ジョルジュ ・サン ドの 『愛の妖精』La Petite Fadette(1849)は 、 これまでわが国で最 も

よく知 られ、サン ドの翻訳史の中でも格別な地位を占めてきた。サンドの作品は大正時代の

r魔ケ沼』(1912年 、原題:La Mare au Diable)2)以 来、主に円熟期の 「田園小説」や、晩年

の童話な どい くつか翻訳されたが、全体像が十分紹介されることな く、す ぐに忘れ去られるこ

ととなった。その うちこの作品のみ岩波書店の文庫本 として唯一書店に並んできたのである。

なぜこの作品が、このような長寿を保ってきたのか。その秘密は特にタイトルに 「愛」をつけ

たからだ とも言われている。そのほかにタイトルには 「妖精」 とい う意味がこめられてお り、

これがサン ドの根本思想 と深 くかかわっていると考えられる。

　2004年 はサン ド生誕200年 の年に当た り、その前後にジョルジュ ・サンドに関する研究や翻

訳が相次いだ。このことによりサン ドの研究が新たな局面を迎えた現在、代表作 とみなされる

『愛の妖精』を再考することには意義があると考える。
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　原題はLa Petite Fadetteで ある。ヒロインの名前をとって 「小さいファデ ット」 とい う意

味であ り、またベ リー地方の 「ファー ド」(fade)と いう妖精を連想 させ、「女の小鬼」 とか

「鬼火の精」を意味する3)。サンドはもともと故郷ベ リーに強い愛着を持ってお り、土着の農民

信仰の一つである妖精伝説をこの作品に生き生きと蘇らせた。彼女がこうした妖精信仰を登場

人物の中に反映させた小説を描いたのは、 この作品のみではない。rジ ャンヌ』Jeanne、　r魔の

沼』La Mare au Diableな どにも同様のヒロインが登場する。古代から民衆の問で信仰の対

象 となってきた妖精を、サン ドはいかに描き、 どのように読者に伝 えようとしたのか、伝承を

いかに創作に生かしたのか、またサン ド自身の内面 とどのような関わりがあるのか、『愛の妖

精』における 「妖精」 とは一体なにかを探ってみたい。

1.『 愛の妖精』の成立事情

　 r愛 の 妖 精 』 は い わ ゆ るサ ン ドの 「田園 小 説 」(ベ リー地 方 を舞 台 に 農 民 を主 人 公 とす る小

説)の 第 三 作 にあ た る。 第 一 作 はr魔 の 沼』(1846)、 第 二 作r棄 て子 フ ラ ン ソ ワ 』Francois le

Champi(1847)。 そ してr愛 の 妖 精 』、 これ にr笛 師 の む れ 』Les Maitres Sonneurs(1852)

を 加 え た四 作 品 を 通 常 「田園 小 説 」 と呼 ぶ 。

　 サ ン ドが 生 ぎた 時 代 は 、 ナ ポ レオ ン没 落 後 の 王 制 復 古 期 か ら、 七 月 王 制 、 共 和 制 、 帝 政 へ と

政 変 が続 き、 パ リ ・コ ミュ ーン に い た る まで の 社 会 の大 変 動 期 で あ った。 サ ン ドの 「田園小 説 」

には そ うした 時 代 の ア ンチ ・テ ーゼ として の 一 側 面 が あ るが 、 特 にr愛 の 妖 精 』 は1848年 の 二

月 革 命 との 関 連 で 語 られ る こ とが 多 い 。

　 1848年 の2,月 に起 こ っ た革 命 当 時 、 経 済 的 困 窮 に 陥 って い たサ ン ドは 出版 者 エ ッツエ ル か ら、

新 聞 『ス ヘ ク タ トゥ ール ・レプュ ブ リカ ン』Le Spectateur republicainに 小 説 を書 く よ う依 頼

され る とす ぐに 承 諾 して い る。 この 新 聞 は 臨 時政 府 の 首 相 カ ベ ニ ヤ ックCavaignacを 支 持 し

て い た。9月 に 書 か れ た 同 新 聞 の 予 告 タ イ トル にrな ぜ 我 々は子 羊 の 元 に帰 る か 』(Pourquoi

nous　 revenons　 a　nos　 moutons.)と い うキ ャ ッチ フ レ ーズ が 見 られ る。 「子 羊 の も とに 帰 る」

とい う言 葉 に は 、 「本 題 に 立 ち 返 る」 とい う意 味 が あ るが 、 本 題 とは 一 作 目の 田 園小 説r魔 の

沼 』 の こ とを 意 味 して お り、 な ぜ 「田園 小 説 」 に 戻 った か とい うニ ュア ンス が 感 じ られ る。 ま

た 「羊 小屋 」 とい う語 も見 られ 、 「羊 」 や 「羊 小屋 」 とは、 す な わ ち 田舎 の お 話 、 田 園 小説 の

こ とで あ る 。 しか し この 新 聞 が廃 刊 とな った た め 、 当 時 の 社 会 主 義 の 機 関 紙rク レデ ィ』Le

Creditに11月1日 か ら連 載 され た 。　r愛 の妖 精 』(エ ッツ エル 版 の 全 集)に 付 され た1851年 の

序 文 には 、 サ ン ド自身 に よ って 次 の よ うな 革 命 の 挫 折 と作 品 の 成 立 事 情 が 明 らか に され て い る。

1848年6月 のあの忌わしい数 日の直後であったが、外界の嵐に魂の底まで掻き乱され、悲
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しま され た私 は 、 孤 独 な 生 活 に 閉 じ こ も る こ とに よ って 、 心 の 平 静 は と うて い 望 め な い ま

で も、 せ め て 信 念 を 取 り戻 そ う とつ とめ た の で あ った4)。

　では、サン ドは二月革命時にいかなる行動を とったのだろうか。2月 に起 こった革命は、パ

リの労働者、学生、 市民 の大規模 な反政府デモに始 ま り、 国王ル イ ・フ ィリップLouis

Philippeの 退位、共和国宣言 と続いた。サン ドは3月1日 ノアンより駆けつけ、臨時革命政

府内相ル ドリュ=ロ ランLedru-Rollinに 面会 し、通行許可証を発行 して もらう。 この通行許

可証によって彼女は自由に臨時政府の内部に出入 りすることがでぎるようになったのである。

この頃 「共和国万歳、世界の中心にいるフランスの民衆」、「共和国は家族、民衆は最良の友」

な どと友人にパ リ市民をたたえる手紙を書き送っている。共和主義を支持していたサンドは、

理想の国の実現を夢みr共 和国公報』Bulletin de la Republiqainに 執筆、彼女の1848年 の革

命への関与は頂点に達した。しかし二月革命は勃発から数 ヶ月でもろくも挫折してしまう。こ

の とき極左の友人たちバルベス、ブランキ、ルルーらは逮捕され、5月 、サン ドは身の危険を

感 じてノアンに帰る。パ リの失業率が50%を 大きく超え、人々は貧困にあえいでいた。労働者

は武装 して抵抗、政府側、反乱側 ともに多 くの犠牲者がでる。6月 、階級闘争であったこの蜂

起は二月革命以来の社会状況を決定的に変えた。階級問の融合を願ってサンドが描いていた社

会主義共和国の夢は霧散 して しまった5)。深い失意を抱いていた時期に書かれたのがr愛 の妖

精』だ ったのである。1848年 の序には 「私はこれを特にアルマン にささげる」(Je　dedie

celui-ci　en　particulier,　a　Armand…)と ある6)。5月 以来獄中にあったバルベスを慰めるため

とい う創作当時の心境も読み取れる。

　ピ エール ・サロモンPierre　Salomonに よれば、「二月革命の瓦解はサン ドの人生 と文学的

経歴に決定的な打撃を与えた。r愛 の妖精』には社会主義理論はもはやな く、ただ逃避による

芸術創造の仕事があるのみである。」この点についてはすでに検討済みであ り多くは触れない7)。

ただr魔 の沼』、r棄て子フランソワ』が1848年 以前に書かれた 「田園小説」であるので、サン

ドは 「二月革命の挫折により田園小説に帰 った」 とい う表現は適切ではない。む しろ社会主

義小説に見られるサンドの思想は田園小説においても脈々と引き継がれている。た とえば社会

主義小説の傑作 『アンジボーの粉挽 き』Le Meunier d'Angibault(1845)の テーマである 「結

婚による階級の融和」はそのまま 「身分違いの結婚」 とい う形で田園小説に引き継がれている

のではないだろうか。ただ、社会主義小説 と田園小説を分けるのは、田園小説の主人公はアン

リ・レモールのように社会主義の理論を説 く人物ではな く、素朴なベ リーの農民であるとい う

ところである。 ともあれ、サンドが長年夢見てぎた理想の社会に対する期待が裏切られ、失意

の底から生まれたのがr愛 の妖精』であった。1851年 の序で彼女は次のようにその心境を語って

いる。
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人間が誤解しあい憎みあ うことから世の不幸が生じているような時代においては、芸術家

の使命は、柔和や信頼や友情を顕揚 して、清浄な風習や、優 しい感情や、昔ながらの心の

正 しさな どが、まだこの世のものであ り、もしくはあ り得るとい うことを、或は心をすさ

ませ或は力をお としている人 々に思い出させてやることである。現在の不幸に直接に言及

した り、醗酵しつつある激情に呼びかけたりすることは、決して救済への道ではない。む

しろ、一つの甘い歌、鄙びた鳥笛の一声、幼な児たちを怯えも苦しみもな く寝つかせる一

つの物語の方が、小説の色づけによって一層強烈に陰欝になった、現実の不幸を見せつけ

るにまさるのである8)。

　この序文においては、当時流行の兆しを見せていたリアリズム文学に対抗 して、r魔 の沼』

の序文でも明らかにしているように、あ くまでもロマン主義的な芸術観を貫こうとしているサ

ンドの創作態度がよく読み取れる。

麻打ち夜話:サ ンドは前述の田園小説r魔 の沼』、r棄 て子フランソワ』、　r愛の妖精』、　r笛師の

むれ』を四つの連作 として 「麻打ち夜話」 とい う総題の基に一まとめにする計画を持っていた。

この計画は実現には至らなかったが、彼女の意図通 り、四作 ともそれぞれ 「麻打ち夜話」の特

徴を備えている。ではこの 「麻打ち夜話」 とは一体 どのようなものであろうか。

　まず 「麻打ち」とは麻布の産地ベリー地方に見られる麻打ち職人のことである9/。彼は毎年9

月の終わり頃になると夜通 し麻を打ち続ける。その夜なべ仕事の傍ら語って聞かせる話 とい う

形式を借 りたのが 「麻打ち夜話」である。麻打ち男は単に麻を打つ職人とい うだけでな く、恐

らくは古い民話や伝説を語 り継 ぐいわば語 り部の役を演じていたのであろう。サンドは幼いこ

ろ、麻打ち機の周 りで胸を躍 らせながら麻打ちの話を聞いた思い出を持 っている。「薄 もやの

かかった灰色の夜に、麻打ちが語った不思議な冒険、道化た化け物や白兎のこと、オオカ ミに

化けた魔法使いや、四辻の魔女の集会や、墓地の預言者のフクロウのこと(ε)」 そんな話を

聞いた帰 り道はきまって、墓地のそばを通 りながら目をつぶるのであったlo)。

　次に 「夜話」(Veillee)で あるが、田舎独特の風習である。 この文学形式は、ジャンリス夫

人の 『館の夜の集い』砺 〃66s　4%6妬 磁 醐(1784)以 来流行していた。サンドは子供の頃ジャ

ンリス夫人の 『館の夜の集い』を母から読み聞かされていたことがある。その ときの幻想的な

夢想は子供心に強 く残った。この体験が故郷の風習である麻打ち と結びつき 「麻打ち夜話」の

構想が生まれたのである。

私が思い出すのは、冬の夜 々、母が私たちに、時にはベルカンの作品、時には、 ド・ジャ

ンリス夫人のr館 の集い』、時には私たちの手に入れられる他の断片を、もう何だったか

は私は覚えていないが、読んで くれた。私は最初注意深 く聞いていた。私は母の足下の暖
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炉の前に座っていた、そして暖炉 と私の問には緑のタフタのついた古い脚付きの火熱よけ

衝立があった。私にはこの古びたタフタを通 して少 し火が見えていた[…]そして徐 々に私

は母が読んでいた文の意味が分からな くなっていった、彼女の声はある種の精神的なま ど

ろみに連れていった、その中で私は一つの考えを追 うことはできな くなっていた11)。

　この とき暖炉の火よけ衝立の上に見た様 々な視覚的映像、特に青い山の記憶はサンドの芸術

創造の源泉 となったのである。

2.双 子の兄弟

　 小 説 の テ ーマ は 二 つ あ り、 一 つ は 双 子 の 兄 弟 ラ ン ドリー とシ ィル ヴ ィネ との 、 も う一 つ は ヒ

ロ イ ン、 フ ァデ ッ ト とラ ン ド リー との 愛 情 の 問 題 で あ る。 そ の うち の 一 つ 、 ラ ン ド リー とシ ィ

ル ヴ ィネ の 兄 弟 につ い て 見 て み よ う。 コ ッス 村 の バ ル ポ ー さん の 家 に 男 の 子 の 双 子 が 生 ま れ た

とき、 と りあ げ 婆 の サ ジ ェ ッ トば あ さん が 、 両 親 に 、 二 人を 同 じ乳 で 育 て ぬ よ う、 い つ も二 人

を 一 緒 に して お か ぬ よ う、 ま た 同 じ よ うな か っ こ うで 服 を 着 せ な い よ う忠 告 す る。 二 人 が 仲 良

くな りす ぎ る と、 一 人 で は 生 きて いけ な くな り、 別 れ る と必 ず 一 人 は 死 ん で し ま う とい う言 い

伝 えが あ るか らだ 。 しか し この 忠 告 は 守 られ ず 二 人 は い つ も一 緒 に 同 じ よ うに 育 て られ る。 こ

の こ とが 二 人 の 運 命 を 決 定 的 な もの に す る。 ラ ン ドリーに 強 い 愛 着 心 を もつ シ ィル ヴ ィネ は 、

弟 が 一 人村 を 出て 奉 公 に 行 く とき深 く傷 つ き、 別 れ を 嘆 き悲 しむ 。 明 る く健 全 な 農 民 タ イ プの

弟 、 女 の 子 の よ うに優 しい が 神 経 質 な 兄 、 母 親 に とって は 気 丈 な ラ ン ド リー よ りも、 少 しだ け

兄 の ほ うが か わ い いの で あ っ た。

あ の ラ ン ドリー とい う子 は 、 ほ ん とに 、 しん か ら男 の 子 だ 。 元 気 に働 い た り、 か らだ を 動

か した り、 野 良 仕 事 を した り、 動 きま わ った り、 そ ん な こ とさ え して い りゃい い ん だ 。 が 、

この 子 の 方 は 、 女 の 子 の よ うに 情 が あ る。 ほ ん とに や さ し くて 、 可 愛 い くて 、 これ じゃ ど

う した って 自分 の 眼 の よ うに 可 愛 が らず に ゃい られ な い12)。

　 シ ィル ヴ ィネ は 弟 の フ ァデ ッ トに 対 す る愛 を 知 り、 異 常 な 嫉 妬 心 と苦 悩 の あ ま り病 気 に陥 る。

フ ァデ ッ トの 「秘 術 」 に よ って 病 は 癒 え るが 、 シ ィル ヴ ィ ネ も フ ァデ ッ トを 同 時 に 愛 して しま

い、 彼 女 を あ き らめ る ため 、 軍 人 とな って 村 を 出て 行 く。 この シ ィル ヴ ィネ 像 の 中 に サ ン ド自

身 の 心 情 が 伺 え る。 つ ま り年 下 の 病 弱 な ミュ ッセ や シ ョハ ンを 愛 した サ ン ドの い わ ゆ る母 性 的

愛 「ア ム ール ・マ テル ネ ル 」(amour　 materne1)を 垣 間 見 る こ とが で きる の で あ る。 健 全 で 明

るい 農 民 タ イ プの 弟 と、 幼 児 的 な 自己 愛 を 捨 て きれ な い 兄 、 この 相反 す る性 格 を 持 った 二 人 が 、
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双 子 とい う絆 で 結 ば れ て い る とい う とこ ろに 、 サ ン ドの 愛 の オ リジナ リテ ィが 感 じ られ る。

3.フ ァデ ッ トと妖精性

　 「妖 精 」 とは 一 体 何 で あ ろ うか 。 フ ラ ン ソ ワ ・カ ラデ ックはrフ ラ ンス 児 童 文 学 史 』 の 中 で 、

r愛 の妖 精 』 に触 れ なが ら次 の よ うに述 べ て い る。

しか しそ もそ も妖 精(フ ェ)と は 何 だ ろ うか 。 そ の 名 前 は 十 三 世 紀 以 来知 られ て お り、 運

命 を 司 る若 い女 神 を 意 味 す る ラテ ン語 の 「フ ァ タ」 か ら きて い る。 プ ロ ヴ ァ ンス 地 方 の 抜

け 作(フ ァ ダ)や 、 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドの 書 い たべ リ地 方 の 『プテ ィ ッ ト ・フ ァデ ッ ト』

と同類だ。妖精物語(そ して特にその挿絵画家たち)は 妖精について、過 ぎし昔の美 しい

婦人という大ざっぱなイメージを押しつけてきたが、これは 「白い貴婦人」や集団的記憶

の中でキ リス ト教以前の ドルイド教尼僧や魔女 と混じり合ったフランスの神話の水の精た

ちだ ということを私たちは忘れることはできない13)。(下線は筆者による。)

　フランスの中世には伝承に登場する 「メ リュジーヌ」(Me1usine)と い う妖精がいたことが

よく知られている。メ リュジーヌは異類婚姻諜のヒロインで、竜の翼を持ち下半身は蛇の、水

の妖精である14)。メリュジーヌの物語は、時代を通 じて様 々な形で文学化され、フランス西部

の領主階級の名家 リュジニヤン家に結び着 くな どして発展していったが、サンドの描 く妖精は

む しろ農民が田舎の炉辺で語るようなタイブのものである。

　ルイ14世の世紀には貴族のサロンにおいて妖精物語が流行し、熱狂を呼び起こした。オーノ

ア夫人、レリチエ嬢、ベルナール嬢な どの女性が活躍し、さらにシャルル ・ヘローは韻文によ

る 「ロバの皮上」Peau d'Ane、散文による 「赤ず きん」Le Petit Chaperon rouge、 「長靴をはい

た猫」Le Chat botte、 「眠 りの森の美女」La Belle au bois dormant、 「シンデレラ」Cendrillon,

ou la Petite Pantoufle de verreな どの妖精物語を生み出した。ペローの物語は子供にも分か

る文章で書かれてお り、今 日も世界中の子供たちに愛されている。ペローの時代から 「妖精」

は子供の友 となったのである。ジョルジュ ・サンドは母 との別離の後、ノアンの本棚に妖精物

語を見出し夢中になった。その中の一つに特にサンドの文学に大きな影響を与えた と思われる

ベローの 「ロバの皮」があった。

　ではまずr愛 の妖精』の妖精的特徴について見てみよう。ファデ ットは 「こおろぎ」 とい う

あだ名で呼ばれる、いたずら好きの妖精のような少女が、双子屋敷の双子の弟のほ うであるラ

ン ドリーの心を捉え、彼の愛によって美しい少女に変身し、やがて結婚する話である。彼女に

は両親がな く、「魔法使い」 と恐れ られている祖母のファデばあさんに育てられている。ファ
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デットも祖母同様村人に 「魔法使いの娘」 として恐れられている。反面、子供たちは彼女が面

白い話をした り、遊びを教えて くれ るので嫌っていない15)。踊 りが上手で、「まるで悪魔の生

まれ変わ りか と思 うほ ど」速 くたくみに踊る。貧しいためいつもぼろを身にま とい、色黒のた

め 「こおろぎ」《grelet》(ベリー方言でgrillonの こと)と い うあだ名で呼ばれ、妖精、 とい

うかむ しろ小さな魔法使いのようであ り、村の男の子たちも見かけると逃げるくらいである。

ちっぽけで、やせっぽちで、髪を振 り乱して、その くせ人を人 と思わないような ところがあっ

た。 リスのように木に登 り、「悪魔が乗 っているかのようにめちゃくちゃに」馬を走 らせる。

そのため 「お とこおんな」 と呼ばれることもあった16)。

　サン ドは男装したことで有名であるが、最初は16歳 頃、父の代からの家庭教師デシャル トル

によって乗馬服を着せられた。男の子のように自由に体を動かすことができるように とい う配

慮からであった。 しか し、近 くの町ラ ・シャー トルの人々はサン ドが男装 し、男の子のように

自由に行動するのを非難した17)。乞食娘のようにみすぼらしい服装をし、からかわれると口汚

く言い返す、醜い 「こおろぎ」が愛に 目覚めると 「白いサンザシの花のような」美少女に変身

するのである。この変身についてランドリーは 「あいつはやっぱ り魔法使いなんだ。あんな不

器量だったのに、きれいな女になろうと思 うと、さっそく魔法を使 ってきれいな女になっちまっ

た18)。」 と考えるのだった。

　さらにファデ ットは驚 くほ ど豊富な薬草の知識を持っている。彼女の作った水薬は獣医が見

放 した牛を回復させ、マムシにかまれた若馬や、狂犬病の犬を治す。彼女は自然療法の達人で

もある。医者の薬では治らなかったシィルヴィネの病を愛情 と信念の力で治してしまう。魔女

はかつて村の医者の役割を果たしていた。このようにサンドはた くみにヒロインに魔女や妖精

の特性を与えている。

　 r愛の妖精』の中心的な場面で、最も幻想的なものに、夜の川の情景がある。わが国でこの

作品が最初に翻訳されたのは1924年 のことで、そのタイ トルはr鬼 火の踊 り』であった19)。つ

ま り鬼火が飛び交 う夜の川の情景が、この作品のテーマを代表するのに最も適していると訳者

は考えたに違いない。

　ある秋の夜、暗闇の中、「玉石の浅瀬」(gue　des　Roulettes)と 呼ばれている川があり、そ

こには鬼火が飛びかっている。ここに妖精ファデットが登場する。秋の夜は 「麻打ち」が一年

にこの ときだけを選んで麻を打ちながら、子供たちに昔話やお化けの話をするときである。

　ランドリーはある晩、向こう岸のファデットの家の灯を 目当てにいつものように 「玉石の浅

瀬」を渡ろうとする。だが不思議なことに、少し行 くと肩まで水が来てしまう。浅瀬を探 り当

てられないのである。夜の底知れぬ闇の中で、彼はたった一人水の恐怖にさらされている。夜

の帳が下 りると自然はたちまち一変して、主人公を威圧し脅かすもの として現れる。夜の魔力、

そ して水に対する恐怖。夜 と水は彼を死の淵へ と引ぎず り込む。さらにランドリーの恐怖をか
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きた て 気 も くる わ ん ば か りに させ る の は 鬼 火の 登 場 で あ る 。 「鬼 火 とい うや つ く らい 、人 を た

ぶ らか す 、 性 の 悪 い や つ は い な い20)。」 鬼 火 は彼 を 水 へ 、 そ して 死 へ 導 く。 鬼 火が ラ ン ドリ ー

を 恐 怖 させ る の は そ の 執 拗 な動 き と、 「あ つ くな い 」 とい う超 自然 的 性 質 に よ る もの で あ る。

サ ン ドは この 超 自然 的 現 象 に よ って 「麻 打 ち 夜 話 」 に ふ さわ しい 幻 想 性 を 引 き 出そ う として い

る よ うで あ る。 ラ ン ド リーは 執 拗 に 付 き ま と う鬼 火 か ら逃 れ る こ とを 諦 め た とき、 そ こヘ フ ァ

デ ッ トが 歌 い な が ら現 れ る。

鬼さん、鬼さん、小鬼さん

ろうそ く持つなら火蓋もお持ち

あたしゃ合羽に頭巾をかぶろ

鬼の娘にゃ鬼火が道連れ21)

　ランドリーにはファデットが鬼火とぐるになった女魔法使いのように思えてますますぞっと

する。r鬼 火はファデットの前で気が狂 ったように踊 りはね、会えて うれ しい というふうだっ

た。」ここで特に興味深いのは鬼火が二面性を持っているということである。鬼火はラン ドリー

に対 して 「死」のイメージを持ち恐怖をかきたてるものであった。 ところがファデ ットに対し

て鬼火は親 しいもの として現れる。「この火を起 こす精霊はぜんぜん意地悪でないし、親切に

しようとしているだけだ。」ファデ ットが現れたとたん鬼火は単なる 「大気現象」 として説明

されて しま う。この二つの鬼火の違いは何であろうか?そ れはランドリーとファデ ットの性格

の違いに帰せられる。すなわちファデットは大地に生きる自然児である。彼女は 「神様のおつ

くりになったものは何一つ悪いものはない」 と考えている。だからこそ鬼火は恐怖の対象 とな

らず、むしろ、夜の 「玉石の浅瀬」の情景すべての中にも、彼女は大地に生きる者だけが知 っ

ている、根源的な力、守護的な力を感じている。それに反してラン ドリーは、ファデ ットのよ

うに自然の善性に従って生きるすべをいまだ知らない。言い換えれば自然に対して奢 りを持ち、

自然現象に対 して認識不足である。それゆえ自然から 「恐怖」 とい う報いを受けるのである22)。

4.『 田園の伝説』に描かれたベ リー地方の妖精信仰

　ジョルジュ ・サンドは 「田園小説」を書 く傍ら、民俗学にも興味を持っていた。息子モーリ

スの挿絵を付して、ベ リー地方の伝説を蒐集し、rフ ランス田園伝説集』(1858)を 出版する。

この書はいわばフランスの 「遠野物語」であ りであ り、農村の伝承を蒐集したもの として高 く

評価されている。ではその 「まえがき」を見てみよう。
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人間が地上に現れたとぎから、いたるところで存在してぎた、この物語性 と驚異性とをもっ

た名もなき詩、いまこそそれに名前を与えなければならない。それはさまざまな形で語 り

つがれながら、いつの時代にもあらゆる人の詩的想像力の表現だったのだ。[…]フ ラン

ス中 どこでも共通のある種の幻想のタイブがあるが、私は若いころの思い出の中から、そ

れらを浮き彫 りにするような話をい くつか集めてみよう。それらの伝説は必然的に私が暮

らしてきたベ リー[ア ンドル県を中心 とするフランス中部地方]の 一隅に集中せざるをえ

ない。まさにほかならぬそこでこそ、それらの話を聞き集めたのだ。そこには、あの昔の

ガリア[ケ ル トな どのフランス先住民族]の 精神 と信仰が どこよりも明瞭な足跡を残して

いるブルターニュの歌のような壮大な詩はない。私たちの地方では、昔の思い出はずっと

漠然 としたひそやかなものになる。ここ、中部地方の驚異には、あの辛抱強 く良心的な女

性研究者が集大成 したノルマンディーのそれと似たものが少な くない。(原 注。アメリー ・

ボスケ嬢の 『ノルマンディーのお話 とふしぎな世界』2の

　ここで注 目しておきたいことは、サンドがrフ ランス田園伝説集』を 「フランス中 どこでも

共通のある種の幻想のタイプ」 と規定していることである。サンドは当時流行していた幻想文

学の影響を受けているが、彼女の 「田園小説」には特にrフ ランス田園伝説集』における幻想

性 と共通した要素が認められる。また 『フランス田園伝説集』は、あちこちでアメ リー ・ボス

ケAm61ie　 Bosquetに 触れてお り、ボスケを真似ただけだとい う声もあるが、サンドの作品あっ

てこそ今 日ボスケの名が残 っているとも考えられる。rフ ランス田園伝説集』にたびたび引用

され、この書を書 くにあたっておおいに役立った と思われるアメリー ・ボスケの著書 『ノルマ

ンディのお話 とふ しぎな世界』La Normandie, romanesque et merveilleuseに ついては、興味

深い手紙がある。1845年4.月22日 付けで、パ リからルーアンにいる同嬢に宛てた書簡である。

サン ドはその本を贈ってもらったお礼を述べ、ボスケ嬢の研究を誉めたたえながら、その本が

「あなたのノルマンディーのロマンチ ックな秘密に導いて くれ、私のベ リーの伝説 と伝統のす

べてをそこに見出させて くれた」 と述べている24)。

　 rフランス田園伝説集』は妖精、悪魔、自然物或いは無生物(石 、木、森、家具な ど)、動

物な どのタイプがある。その うち、最も数も多 く、特徴的なのは妖精に関するものである。妖

精に関する伝説は、r愛 の妖精』やr魔 の沼』のヒロインの原型 となって主人公の心を魅了す

る。次に悪魔は 「悪魔 との契約」 とい うファウス ト的なテーマによって、r笛 師のむれ』、　rコ

ンシュエロ』の音楽家たちに取 り付 く。第三のモチーフ、自然にまつわる迷信は田園小説の背

景の中に取 り入れられ、物語に幻想味を与えている。最後の架空の動物は、そのあま りの空想

的な性格のせいか田園小説では名前だけでほ とん ど出こない。これらのモチーフは相互に関係

する場合があるが、ここでは妖精のみについて検討する。
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　 ブル タ ーニ ュ地 方 や イギ リス に 見 られ る 巨石 文 化 で あ るメ ン ヒル や ドル メ ンは 、 フ ラ ンス 中

部 の ベ リー地 方 に も存 在 す る。rジ ャ ンヌ』 に は 巨石 ジ ョマ ー トル の 石 が 舞 台 とな り、 ヒ ロ イ

ン には ジ ャ ン ヌ ・ダル クの イメ ー ジ と ともに 、 ドル イ ド教 の 女 神 官 ドル イデ ス の イメ ー ジが あ

る。 こ うした メ ン ヒル や ドル メ ンの 周 りで 古 代 の 宝 物 を 警 備 す る妖 精 もい れ ば 、 花 に 蜜 を 与 え

た り、 蝶 に銀 粉 を 振 り掛 け る妖 精 もい る。 走 るの が 専 門 の 女 の 妖 精 。 ア メ リー ・ボ ス ケ 嬢 の 書

か ら 引 用 して い る の は 、 田 舎 屋 の 火 の ほ と りで 糸 を 紡 ぐ若 い 妻 に 魅 惑 され た 「恋 す る妖 精 」

(Le　Fe　amoureux)の 話 で あ る。 そ の ほ か 羊 飼 い に 結 婚 を 迫 る 「火 の 玉 婆 」(Les　 Flambettes)

とい う白髪 の 老 婆 の 妖 精 な どもい る。 サ ン ドが 気 に 入 り、 田園 小 説 に 取 り入 れ よ う とした の は 、

これ らの 中 で も 「恋 す る妖 精 」 や 「火の 玉 婆 」 の 類 で あ る。 特 に 「火の 玉 婆 」 とr愛 の 妖 精 』

の 妖 精 に関 す る記 述 に は 類 似 点 が 見 られ 興 味 深 い 。

農 夫 に とって は 、 そ れ(「 鬼火 」)は へ とへ とに な る まで 引 っぱ りまわ した り、 わ け の 分 か

らな い 道 を 引 きま わ した あ げ くに 池 だ の 川 だ の の 一 番 深 い とこ ろへ 連 れ て ゆ く。 そ れ は狐

火 リュ プ ーや 小 鬼 フ ォ レ と同 じで 、 人を 思 い の ま まに 操 って 、 恐 ろ しい 結 末 に 追 い つ め て

か ら、 か らか ら と笑 い 声 を た て は じめ る25)。

　 「火の玉婆」は 「悪さをするいたずら妖精」である。ある晩羊飼いの男が小屋で寝ていると、

突然、まぶ しい光があふれ、気がつ くと目の前に小さな小さな女がいる。怖 くなるくらい しな

びたばあさんで、何も着ていなかったが、長い白髪が全身を包んでいて、搬だらけの小さな頭

と干か らびた小さな足がのぞいているだけであった。「火の玉婆」は 「婚礼の時が来た。結婚

すると約束したじゃろうが」 といって羊飼いの男に結婚を迫る。男は驚いて 「嘘だ、あんたな

んか知らない」 と言 う。すると 「色 々あんたのためにしてやったお返しに、 どんなことでもわ

しの言いな りになると言ったのを忘れたのかね?」 と言い返す26)。

　 〈いたずら好き〉 とい う点がまずファデ ットと共通している。次に、 〈約束〉 とい う言葉が

どちらにも使われている。ファデ ットは迷子になったシィルヴィネの居場所をランドリーに教

える代わ りに、何でも好きなものをもらう約束をする。「火の玉婆」で も同様、〈約束〉 とその

くお返 し〉の話が出て くる。ファデットの場合は、その場ではす ぐに欲しいものを要求せず、

一年ほど後の 「玉石の浅瀬」の場面でランドリーを救 った後初めて、<お 祭 りの 日に一緒に、

その 日一 日はファデットとだけ、ブーレを踊ることをお返し〉 として要求するのである。結局

この ことをきっかけに二人の恋が実 り、結婚す ることになるのであるか ら、r愛 の妖精』 と

r田園の伝説』の 「火の玉婆」の妖精の話は関連がある。サン ドはベ リー地方の鬼火にまつわ

る妖精の話を小説のヒロイン、ファデ ットの中に活かしたのだ と言えるであろう。rフ ランス

田園伝説集』のほかの話の中でも鬼火はしばしば登場する。「森の妖火」の火 も 「あつ くない」
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火で、農民に恐怖を与えていた27)。

　 rフランス田園伝説集』の中でサン ドは妖精や悪魔は古代の神々であった と記 している。た

とえば悪魔が頭にヤギの角を持って登場するのは、彼が昔の狩猟の神(牧 羊神パン)で あった

ことを物語るものである。長い間、ことに封建時代において、中央の宗教であるキ リス ト教は

領主に都合のいいものであった。それゆえ農民たちはたとえそれが どんなに合理的な理論を持

ち出そ うと、決してなじもうとはしなかった。彼らが先祖代々すみついていた土地には、古い

信仰が深 く根ざしていたのである。司祭は悪魔の恐ろしい誘惑について語る。彼らは恐怖を抱

くが、それ以上に悲惨な生活から救われることが必要だった。農民は密かに自然により密着し

た、寛大な神を敬い続けた。そ うした農民の信仰に愛着を持っていたサンドは、伝承が 日々失

われることを嘆き、『フランス田園伝説集』を書いたのである。ベ リーの民衆の伝承の世界は、

彼女にとって生まれ、育った故郷でもあり、帰ってい くべき太古から変わらない自然の懐であっ

た。その世界こそがサンドの田園小説の基盤 となったのだ。

　古代の神 々であった妖精や悪魔に対して、農民たちは恐怖を抱 くと同時に敬った。この二面

性は土着の神対キ リス ト教の相克の中から生まれた。伝承の中に見られる二面性が、「玉石の

浅瀬」の鬼火の違いにもはっきり現れているのではないか。いずれにせよ鬼火は火のイメージ

を持ってお り、火に対する原初的な恐怖 と憧れがこの二つの対照的な鬼火の中に現れていると

思われる。鬼火は死のイメージを持つ と同時に、ランドリーとファデ ットの愛の象徴 とも解す

ることができる。夜の 「玉石の浅瀬」でファデ ットはラン ドリーの手を引いて渡らせる。そ し

てその礼に彼女の望みのもの、すなわち祭 りの 日にブーレを一緒に踊ることを要求する。これ

こそ、何よりも彼女が願っていた 「愛」の贈 り物にほかならない。ファデットの妖精性の うち

とりわけ重要なのはこの点である。サンドが妖精を偏愛するのはその愛の魔力に憧れるからで

ある。ランドリーの手を引いて川を渡る、このファデットの指導性にサンドの強烈な個性が感

じられないであろうか?フ ァデ ットはラン ドリーの恐怖を全て見通す力を持っていた。そのよ

うに女性は男性を助ける神秘的な存在でなければならない。サンドの神秘主義が密接に絡ま り、

彼女の求める理想の女性は妖精の域まで高められようとする28)。

　サン ドは晩年 「ノアン良い奥様」(bonne　 dame　 de　Nohant)と 呼ばれていた。 この名 こそ

「妖精」(fee)に 与えられていた魔女の別名である。この ことは ミシュレがその著書 『魔女』

の中で指摘 している。彼によれば 《bonne　dame》 という呼び方には恐怖の混 じった畏敬の念

がこめられているとい う。

千年にわたって、「魔女」は民衆のための唯一の医者であった。[ε]彼 女が病人を癒すこ

とができないとき、人び とは彼女を非難し、彼女を魔女 と呼ぶのだった。しかし一般的に

は、恐怖の混 じった畏敬の念か ら、彼女は 「善 き奥方(ボ ンヌ ・ダーム)」 または 「美し
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き婦 人(ベ ラ ・ドンナ)」 とい う名 で、 ほか な らぬ 「妖 精 た ち(フ ェ)」 に あ た え られ て い

た名 で 呼 ば れ て い た29)。

　ノアンの妖精フォーレーのごとく、人の心に魔法をかける魅力的な魔女のようであ りたい と

サンドは思ったのかもしれない。この妖精好きが自己の少女期をモデルにした 『愛の妖精』 と

い う作品を生んだのである。そして作品にはrフ ランス田園伝説集』には見られなかった、サ

ン ドの自身の情念がこめられている。

5.『 魔の沼』 におけ る 「妖精」

　 『魔の沼』にも妖精的特徴を持った少女マ リが登場する。夜の川 「玉石の浅瀬」にかわって、

夜の森の中にある沼が物語の中心的情景である。ファデ ットは少女マ リに、ランドリーは農夫

のジェルマンに代わる。マ リとジェルマンとその子ピエールが、霧のため森で道に迷い、沼の

ほ とりで焚き火を囲んで一夜をあかすことになる。夜 とともにわきおこった霧が、方向を見定

めるのを妨げ、三人は森の中を ぐるぐる回って出られない。白樺の白い幹は屍衣に包まれた幽

霊が一列に並んでいるように見えた。「どうやら魔法にかけられたようだよ。」ジェルマンは恐

怖にかられる。彼の馬は とうに逃げ出してしまっていた。食料もな く、火の気もない。なすす

べを知らない彼は、鬼火に怯えていたラン ドリーと同様である。 ところがマ リはジェルマンと

ピエールの 目の前で、湿った木に火をつける。彼の 目には彼女は 「火をおこす魔法使いの娘」

に見えて くる。その上、空腹の親子に、いつの間に用意したのかブドー酒 とウズラと栗を差し

出す。ジェルマンは彼女がいよいよ 「本当の魔法使い」のように思える。こうして三人は沼の

ほ とりの大きなカシの木の木陰で野宿をする。焚き火の影が沼に映っている。蛙の鳴き声。老

樹の枝の蒼白い地衣ε沼のほ とりの幻想的な雰囲気がジェルマンの頭を混乱させ、そしてつい

に彼はマ リに愛を告げるのである。「カシの木の木陰」の描写は、r愛 の妖精』の夜の川のそれ

と多くの共通点を持っていた。夜であ り、水が流れ、火が燃えている。それらは主人公の恐怖

と憧れを反映し、そしてその幻想は何よりも 「愛」を啓示するためのものであった。

　 ところで、r魔 の沼』には、巻末に 「田舎の婚礼」に関する付録がついている。「妖精」の歴

史的起源を知る上で興味深い。特に 「婚礼」の後に行 う 「キャベツ」 とい う儀式は異教的な色

彩の濃いものである。「キャベツ」は、サン ドによれば 「ゴール起源の子孫繁栄の象徴」であ

る。二人の若者がぼろを身にま とい乞食夫婦に扮する。彼らは 「異教徒」 と呼ばれている。酒

に酔いつぶれた亭主 とぐちをい う女房の笑劇が繰 り返される。その後異教徒は楽隊つきでキャ

ベツを掘 りに行 く。花嫁の菜園のキャベツは花婿の家の最も高い ところに置かれるのである。

そ して花婿の菜園のキャベツも同様に花嫁の家に運ばれる。この行事は 「キャベツの象徴する
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繁栄 と豊饒の模擬である」 とし、サンドはキャベツの式における 「異教徒」の役割について次

のように述べている。

正気を失 うほ ど酔いしれたこの男だけがこの象徴的植物に手を触れることができるのであ

る。無論これにはキ リス ト教以前の神秘が、大地の神サツルヌスの祭 り乃至は古代の酒神

祭を想起させるものがひそんでいる。ことによったら、この異教徒は[…]他 ならぬ菜園

と放蕩の神ブリアブスであるかもしれない。プリアブスそのものもその起源においては、

生殖の神秘そのもの と同様、貞潔で厳粛な神であったに相違ないのであるが、風俗の頽廃

と思想の混迷が知らず知らずの うちにこの神の品位を落 としてしまったのである30)。

　このようにサン ドは、ぼろをま とい酔いつぶれた 「異教徒」の中に、古代の豊産の神の面影

を認めている。それは豊かな実 りと、子孫繁栄をもたらす神である。ベ リーの風土に根強 く生

き残っているパガニスム(自 然崇拝、多神教、原始宗教)礼 賛、アンチ ・カ トリシスムこそ、

r愛の妖精』やr魔 の沼』の 「妖精」の思想的源泉であった31)。

6.自 伝的要素

　 フ ァデ ッ トの 特 性 は 純 粋 、 無 垢 な 自然 児(enfant　 de　la　nature)で あ る。 機 関 紙 の 予 告 に

お そ ら くサ ン ドの 手 に よ る作 品 紹 介 の ため の 要 約 が あ るが 、 そ の文 の 中 に 《Pauvre　 enfant　 de

la　nature》 とい う表 現 が 見 られ る32)。 野 生 的 で 粗 野 で あ るが 、 自 由で 自然 の 中 を 駆 け 巡 り、

野 草 を 摘 む 。 自然 との 一 体 感 を持 って い る。 その 野 生 的 な行 動 、 魂 の 無 垢 は、 原 始 人 《peuple

primitif》 の イ メ ージ に繋 が る。 サ ン ドは 「自然 に 帰 れ 」 と言 った ル ソ ー 同 様 自然 を崇 拝 し、

原 始 生 活 に憧 れ て い る。 ま た サ ン ドは 子 どもの 頃 、 ノア ンの 部 屋 の 片 隅 に や って きて い た こお

ろ ぎ に親 しみ を 感 じて い た こ とが 自伝 的 作 品r我 が 生 涯 の 記 』 に 記 され て い る。 フ ァデ ッ トの

「こお ろ ぎ」 とあ だ名 は こ こか ら生 まれ た と考 え られ る。

　 フ ァデ ッ トの 「妖 精 」 的 イメ ー ジに は 、 民 族 学 や ル ソ ーの 影 響 の ほ か 、 サ ン ド自身 の 知 的 好

奇 心 が 反 映 して い る。 た とえば 、 サ ン ド自身 の 子 供 時 代 の 記憶 の 中 に 、 家 庭 教 師 の デ シ ャル ト

ル が 貧 しい 病 人 の世 話 を して い た こ とが あ げ られ る。 少 女 時 代 か らの 友 人 ジ ュ ール ・ネ ロ ー

Jules　 Neraudは サ ン ドに 植 物 学 に対 す る興 味 を 与 え た 。 フ ァデ ッ トも サ ン ド同 様 、 け が 人 や

病 人を 治 す 知 識 を 持 って い た。 ま た ヒ ロ イ ンは 花 、 草 、 石 、 虫 な ど自然 の 神 秘 に 興 味 が あ った

の で あ る。

　 次 に フ ァデ ッ トの 母 に つ いて 見 て み た い 。 フ ァデ ッ トは 「不 行 跡 を働 い た あ げ く亭 主 を 棄 て

て 、 と う と う兵 隊 た ち に つ い て 行 って しま っ たあ の 母 親 み たい に な る」 と人 々に い わ れ て い た 。
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この母親 とい うのは、弟のばったが生まれて間もな く、酒保の女将になって村から出て行って

しま う。それっきり何のたよりもな く、亭主は悲 しさと恥ずか しさとで病気になって死んで し

まい、そんなわけで年を とったファデー婆さんが二人の子供を引ぎ受けた。人々は 「母のふし

だらを言い立て、恥をかかせ ようとした」。が、ファデットはラン ドリーに 「あたしのお母さ

んは、なんと言ったってあたしのお母 さんよ。[ε]あ たしはやっぱ りあ りったけの思いをこ

めてお母さんを思っているわ。だから、浮気女の娘 とか、酒保の女将の娘 とか言われるとかっ

としちまうの。」 と言 う33)。ジョルジュ ・サンドの母ソフィはパリの小鳥屋の娘で、サンドに

よれば 「踊 り子」のようなものであった。下層階級の出身で、子供を置いて出て行った とい う

点で、ソフィとファデ ットの母には共通点がある。

　サンドの父が軍人 としてナポレオン軍の遠征中、ソフィはデュポン将軍の愛人 として遠征に

同行 していた。二人は遠征先のイタリアで出会い、パ リで結婚 した。サン ドは身分の低い母を

擁護 する父を尊敬し、階級を越えた結婚を理想 と考えた。後に社会主義小説の中で、「結婚 に

よる階級の融和」の思想をテーマ とすることになる。

　サンドは17歳 の ときカジミール ・デュドヴァンと結婚するが、あまりにもかけ離れた二人の

教養や性格の不一致のため別居、パリに出て作家活動を開始した。rア ンディヤナ』がベス ト

セラーとな り、以後作家 として生きてい くことになった。小説のテーマは不幸な結婚に苦悩す

る女性の解放を描いたものであった。19世 紀においては、ナポレオン法典によって、女性の地

位は18世 紀の女性より低 く、結婚前は父親に、結婚後は夫に従 うことが定められていた。サン

ドは結婚後自分の財産についても自由に使 うことができなかった。またこの時代、離婚は認め

られず、サンドは夫 と別居の訴訟をしている。後に社会主義小説の中の代表作rア ンジポーの

粉挽き』で、男爵夫人のマルセル と職人のアンリ・レモール との結婚が描 くことになる。

　ほ とん ど孤児であ り、貧しいファデットと裕福な農民の子であるランドリーの身分違いの結

婚は、一種の 「異身分結婚」(m6salliance)で ある。世間の反対を押 しのけるため、ファデ ッ

トは一時村を離れ奉公をした後、よい評判を得る。またファデばあさんが亡 くなって、かな り

の遺産が残される。それを彼女はラン ドリーの父に見せ、財産を勘定させる。このように して

周囲の評判を好転させることができたのは、何よりファデ ットの堅実な、常識をわきまえた叡

智 と、人々をひきつけずにはおかないその 「妖精」的な魅力によるものであろう。

お わ りに

　以上のように 『愛の妖精』における 「妖精」 とは、ベ リー地方の農民の伝承や、メ リュジー

ヌ以来のフランスの妖精の伝統、17世紀の妖精物語、またサンド自身の伝記的な事実があいまっ

て生まれたものであった。
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　傳田久仁子によれば、メ リュジーヌと人間は 「境界(森 の泉)」 で出会 う。 この物語の主軸

とされる 「妖精 と人間 との出会い と恋(と 別れ)」 は12世 紀にも数多 く物語 られ、そ こにも

「境界」は登場する。それは しば しば 「出会いの場」 としての役割を担っているだけでな く、

カップルにとって 「幸福の場」 として選ばれる34)。同様に、ファデットとランドリーに とって

夜の 「玉石の浅瀬」は二人を隔てていた 「境界」 と解することができる。そして川を渡るとは

「境界」を超えることであ り、川を渡 って 「異界」に移動 したカップルは幸福を得ることがで

きたのである。またメ リュジーヌの物語は、サン ドが関心をよせたアメ リ・ボスケのrノ ルマ

ンディのお話 とふしぎな世界』にも引用されてお り、サンドがこの話からもヒントを得たであ

ろうことは想像に難 くない。

　晩年のサンドは故郷ノアンにいて、孫娘たちの教育に専念する。この時期に書かれたのが、

孫たちに語 り聞かせていた 『祖母の物語』であった。「ピクトルデュの館」、「コアックス女王」、

「埃の妖精」、「ギ ョロ目の妖精」などいずれも く妖精〉の物語である。この うち特に蛙の妖精

が登場する 「コアックス女王」には、その自然描写にペローの 「ロバの皮」の描写が取 り入れ

られている35)」。サン ドは晩年に自己 自身の幼年期を思い出し、母から聞いたお話や童話の世

界に帰っていった。同様にr愛 の妖精』においても、二月革命に失望したサンドは自己のアイ

デンティティーを求めてベ リー地方の く妖精〉に焦点をあて、フランスの文学史上でもまれな、

野に生きる少女のみずみずしい姿を描き出した。サンドはこの とぎおそらくペローの 「ロバの

皮」を想起 していた。なぜなら村人から醜い娘 とされていたファデ ットが、最後には村一番の

嫁に変身するとい うス トーリーは 「ロバの皮」の変身を思わせるからだ。「皮をかぶった変装」

の昔話は数多くあ り、その代表例がペローによって有名になった 「ロバの皮」である。このタ

イブの昔話は聖性や幸福に到達するためにはある種の 「汚れ」を経なければならないとい う

「シンデレラ」系列に多いが、その 「汚れ」が変装にとどまらないときは 「美女 と野獣」型の

異類婚姻諦になるという36,。育ちが悪 く、醜い少女が、裕福な家の少年の愛により美しく変身

し、結婚成就するとい うハ ッピーエンドは、サンドが子 どもの頃夢中になって読んだ妖精物語

のス トーリーであった。r愛 の妖精』がサン ドの代表作であり、今なお読まれている理由は、

単に彼女が伝統の継承者であるとい う点に留まらない。他の田園小説r魔 の沼』、r棄 て子フラ

ンソワ』、r笛 師のむれ』 と比較 して、ヒロインが最もサン ド自身の少女時代に近いのはこの

『愛の妖精』である。〈妖精〉、ファデ ットこそ、ベ リーの自然の中を駆け巡 り、自由に生きた

サンド自身の原体験から創造されたヒロインであった。ここにこの作品の普遍性がある。生涯

の終わりに彼女はすべてを く妖精〉にこめ、孫娘たちに次のような言葉を遺している。

生命は一切のものを使用します。時 と人間が破壊するものは、何者も失わせないで、すべ

てのものを とりもどし、こわされた物をすべて再びや り直すあの妖精のおかげで、新しい
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形 の 下 に生 ま れ 変 わ りま す 。 この 妖 精 の 女 王 の こ とは 、 あ な た た ち は た い へ ん よ く知 って

い るは ず で す 。 つ ま り、 そ れ は 自然 で す37)。(「赤槌 」)

　 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドの 最 後 の 言 葉 は 「緑 を 残 して 」 で あ った 。 な そ の よ うな この 言 葉 は 、 サ

ン ドの 求 め た 「自然 」 そ の もの で あ っ たか も しれ な い 。
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